
 

       

 

  



第一財経日報（２０１４年１２月３１日掲載） 

 

私が上海に着任して１年３ヶ月余りが経った。この間、私は日中間における交流の促進と、中国の各界の方々との対話を強化することに努力してきた。上海及びその

周辺地域には２万社を超える日系企業が進出し、世界最大規模の日本人コミュニティが形成され、経済、文化、観光など幅広い分野で盛んな交流が行われている。１１

月に北京で開催されたＡＰＥＣ首脳会議の際に、安倍総理と習近平国家主席の会談が実現し、両首脳は、戦略的互恵関係の原則にしたがって日中関係を改善、発展させ

ていくことで一致した。日中両国は引っ越しすることのできない隣国として、一衣帯水、「和すれば共に利し、戦えば共に傷つく」関係にあると私は考えている。 

 

 先ず経済交流については紹介したい。当館の管轄地域における日系企業の数は２万社以上に達している。これら日系企業への支援は当館の最も重要な任務の一つで

あり、本年も、当館では、上海日本商工クラブやＪＥＴＲＯ上海事務所と連携して日本企業の声をとりまとめ、上海市政府に伝えてきた。９月２９日には、「日本から

の食品輸入規制の緩和に関する要望」、１２月４日には「危険化学品登記規制の運用改善に関する要望」を関係当局に提出させていただいた。そして、「中国（上海）

自由貿易試験区」建設の成功に貢献するため、１２月１９日には「中国（上海）自由貿易試験区」に関する要望書を提出した。日本企業の率直な意見を求めて作成され

たこれら要望書が政府の各種施策に反映されることで、日本企業の対中ビジネスが拡大し、日中両国の経済関係がますます発展することを期待している。 

 現在、日本国内では、２０年以上に及ぶデフレから脱却して新たな成長を実現するために、アベノミクスが進展している。２０１３年６月に策定された「日本再興戦

略」に基づいて本年４月より法人実効税率が２．４％引き下げられた。これによって、民間企業が相次いで国内工場を更新・増強し、設備投資も回復している。本年６

月に改訂された「日本再興戦略」では、１０の改革として、２０１５年から引き下げて数年で２０％台までにする「法人税改革」、また、「イノベーション推進・ロボ

ット革命」や「女性の活躍推進」、「外国人材の活用」、「健康産業の活性化・ヘルスケアサービスの提供」、「産業の新陳代謝とベンチャーの加速」などが改革の柱

として挙げられた。目指すところは成長の果実を全国津々浦々に波及させ、地域活性化と中堅・中小企業・小規模事業者の革新である。 

そして、大胆な規制緩和の突破口として先進医療の提供を可能とする関西の「国際戦略特区」や福岡市の「グローバル創業・雇用創出特区」を代表とする「国家戦略

特区」創設の準備も進められている。 

中国の企業家の対日投資を歓迎するので、皆様もアベノミクスによって進む市場開放を新たなビジネスチャンスにしていただきたいと思う。 

 

 次に文化交流について述べたい。 

当館は和服や茶道などの伝統文化からアニメや最新のカワイイファッションまで多岐にわたる文化イベントを通じて日本文化を紹介し、多くの方々から大変な好評を

博してきた。 

 今年６月には上海で「日本映画週間」が盛大に開催され、中国の方々の日本文化・日本社会に対する理解と関心を促進することができた。先月、著名な俳優高倉健さ

んがお亡くなりになった際には、日中両国の国民が共に偲び追悼しましたが、今後、第二、第三の高倉健が現れ、両国国民の架け橋になってくれることを願っている。 

 ８月には、上海日本商工倶楽部をはじめ、多くの在留邦人の方々のご協力を得て「上海浴衣ＦＥＳＴＡ」を開催し、私自身も浴衣を着てオープニングセレモニーに出

席したが、中国の方々に日本の庶民文化に接して頂くことができたと思う。 

来年６月からは、日本の３２都市で上海歌舞団によるバレエ劇「トキ」の公演が行われる予定である。私も鑑賞したが、人類の調和・共存を訴えるテーマや若い出演

者の芸術的な演技に感動した。この作品を鑑賞する多くの日本人が同じ気持ちになることと思う。 

上海の書店に足を運ぶと村上春樹氏や東野圭吾氏などの書籍が多数並べられ、これらの作品が中国の方々にも愛されていることを嬉しく思うが、私自身も、昔から魯

迅氏などの文学作品などを読んで中国に対する理解を深めてきた。また、本年上映された張芸謀監督の映画作品「帰来」には大いに感動させられた。このほか、私はこ

の半年余り、中国の著名な二胡奏者汝芸さんご指導の下で二胡を学んでおり、先日、中国の方々を招待したレセプションで演奏した。このような文化を通じた交流は相



互理解を深めるため非常に重要であり、私自身も様々な方法により中国への理解を深める努力をしている。 

 

 最後に、観光など人と人との交流について述べたい。 

当館は、長年、海外にある我が国の全在外公館において最多の査証発給件数を誇っている。特に２０１２年の１年間の査証発給件数は４３万５千件で、史上最高の記

録となった。今年は僅か半年でこの記録も破られ、年間の査証発給件数は２０１２年の２倍となる見込みである。また、１１月には中国の商用目的の訪問者、文化人・

知識人、個人観光客に対する数次ビザの発給要件の緩和が発表された。日本を訪れた方々は、皆、日本に対する印象はとても良く、また行きたいと行ってくれている。

２０２０年の東京オリンピック開催も決定しており、今後、日本は外国の方々にとり、より観光しやすい国へと成長していくであろう。来年以降も、より多くの中国の

方々に日本を訪れて頂きたい。 

 しかしながら、近年、中国を訪れる日本人の数は減少している。観光客の数は言うまでもなく、より心配なのは、日本の若い世代までもが中国と距離を置いてしまっ

ていることであり、それは両国の長期的な友好にとり望ましいことではない。 

 「百聞は一見に如かず」と言うが、自ら体験することの大切さについて、エピソードを紹介したいと思う。 

 昨年３月、任期を終えて帰国する日本人学校の先生方６０名を公邸に招いて送別会を開催した。その際、ほぼ全員の先生方が異口同音に「中国に来る前はとても不安

で家族も反対したが、実際に来てみると周りの中国人は大変親しく接してくださり、仕事も生活も順調であった」と述べられていた。中国での滞在は先生方に素晴らし

い人生の記憶を残したのだと思う。 

 逆もまた然りである。私の中国人の友人のお子さんは、幼い頃日本人に反感を抱いていた。しかし、たまたま日本へ修学旅行へ行った際、想像していた日本と実際の

日本が違うことを知った。その後、より日本を理解したいとの想いから日本へ留学し、実際の体験を通じて日本を好きになった。今では周りの友人に日本の良さを話し

ているそうである。 

 現在、上海には３６の日本の地方自治体が事務所又はスタッフを置いており、また、上海と日本の間の航空直行便は毎週３５０便に達している。上海及び周辺の地域

が中国をリードし、両国間の人の往来を強化し、相互理解を促進し、国民感情を改善してくれることを期待している。 

 

 今後も、日中友好を願う多くの方々と力を合わせ、経済、文化、青少年、地方、教育、学術、観光等、様々な分野の交流を推進すべく、引き続き力を尽くしていくの

で、読者の皆様にも是非ご協力をお願いしたい。 


